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年

三

月

十

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
七
）

答

弁

第

三

七

号 

    

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
立
川
市
及
び
昭
和
町
に
お
け
る
井
戸
水
汚
染
被
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
三
七
号 

昭
和
二
十
八
年
三
月
十
日 

衆

議

院

議

長 

大 
野 
伴 

睦 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
立
川
市
及
び
昭
和
町
に
お
け
る
井
戸
水
汚
染
被
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
1 

井
戸
水
汚
濁
の
原
因
は
、
駐
留
軍
基
地
よ
り
の
ガ
ソ
リ
ン
地
下
滲
透
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
に
い 

 

た
り
旧
日
本
陸
軍
用
地
下
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
か
ら
も
漏
洩
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
を
も
た
れ
る
に
至
つ
た
の 

 

で
、
駐
留
米
軍
側
と
も
連
絡
し
て
、
こ
れ
が
究
明
に
あ
た
つ
て
い
る
。 

2 

損
害
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
が
何
れ
の
場
合
で
あ
つ
て
も
政
府
と
し
て
は
出
来
得
る
限
り
万
全
の
方
途
を 

講
ず
る
所
存
で
あ
る
。 

3 

立
川
市
に
つ
い
て
は
、
水
道
を
急
速
に
布
設
せ
し
め
て
、
被
害
地
域
住
民
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
昭

和
二
十
六
年
度
に
引
き
続
き
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
い
て
国
庫
補
助
金
及
び
起
債
等
に
よ
り
当
初
六
千
六
百
万
円
を
も 

つ
て
被
害
の
特
に
は
な
は
だ
し
い
地
域
に
給
水
を
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
然
し
な
が
ら
そ
の
後
こ
れ
が
地
域
は
益
々 

拡
大
さ
れ
た
の
で
財
政
当
局
と
も
連
絡
の
上
更
に
五
千
五
百
万
円
の
起
債
を
確
保
（
合
計
一
億
二
千
二
百
万
円
）
し
て
三 



二 

ガ
ソ
リ
ン
類
の
流
出
に
よ
る
防
火
対
策
と
し
て
は
、
現
地
市
、
町
当
局
並
び
に
住
民
に
対
し
、
特
に
注
意
を
喚
起
し
、 

 

ガ
ソ
リ
ン
湧
出
井
戸
の
取
扱
及
び
火
災
予
防
知
識
の
普
及
徹
底
を
期
す
る
と
共
に
必
要
に
応
じ
井
戸
水
使
用
の
禁
止
及
び 

焚
火
、
喫
煙
の
禁
止
区
域
の
指
定
等
を
行
つ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

月
末
日
ま
で
に
は
被
害
激
甚
な
る
地
域
の
大
半
に
給
水
出
来
る
見
込
で
あ
る
が
残
事
業
九
千
八
百
七
十
余
万
円
に
つ
い 

 
て
も
早
急
に
こ
れ
が
確
保
に
つ
と
め
全
地
域
の
給
水
を
開
始
す
る
こ
と
と
致
し
た
い
。 

昭
和
町
に
つ
い
て
は
駐
留
米
軍
側
よ
り
分
水
を
受
け
応
急
施
設
を
も
つ
て
す
で
に
被
害
地
区
の
給
水
を
行
つ
て
い 

 
 

る
。 

四 

 




